ふたつの時代　―　所蔵品でたどる「パリの日本人」
第―部　フジタのいる街角―巴里の誘惑、1910〜30年代
目黒区美術館（東京）　　2014．10．25〜12．07
　東京・目黒区美術館では、基本的方針として「海外で学んだ画家たちの作品」を収集しており、本年度はこの絵画作品の中から“戦前・戦後、ふたつの時代のパリに関わった画家と作品”を「二部（後半は2015．02．14〜03.22）構成」として企画展示している。
　第一部の本展では、第一次世界大戦前の1910年頃から1940年頃まで、パリを舞台に研鑽をつみ脚光を浴びた邦人画家たちの足跡を思い起こす企画である。
当時パリでは何人もの日本人画家たちが制作に励んでいた時期であり、展覧会の＜第一章＞では「安井曾太郎」「梅原龍三郎」「澤部清五郎」らの作品を展示して、明治末〜大正初期の画家たちの留学時の制作活動を検証している。
＜第二章＞では、1920年代後半にかけてパリに渡った多くの画家の中から「藤田嗣治」「高野三三男」「小柳正」「岡鹿之助」や「伊原宇三郎」「児島善三郎」らの作品を取り上げている。これらの日本人画家たちは、古典から同時代の最尖端まで、幅広く奥深い絵画の世界に触れて、貪欲に知識と技術を吸収しながら、やがて西洋文明と自らの内なる日本をめぐる問題にも直面することになる。
「藤田嗣治」（レオナルド・フジタ）（1886〜1968）は、戦前よりパリで活躍し“猫と女”を得意な題画として、日本画の技法を油彩画に取り入れつつ、独自の“乳白色の肌”と呼ばれた「エコールド・パリ」の代表的な画家である。
当美術館では、作品の収集と平行して、画伯たちの日常生活を伝える多くの希少な周辺資料である印刷物、音楽、文学、パンフレット、チケット、デパートの包装紙などまでを展示し、当時の画家たちの生活の姿を振り返っている。
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藤田嗣治《赤毛の女》水彩・紙　　　　　高野三三男《ヴァイオリンのある静物》
